
当施設では高次脳機能障害のある方を対象に訓練を行い、日常生活の自立や就労等の社会参

加につなげていけるよう支援を行っています。今回は、施設利用開始当初は自分の課題にも気

づけていなかったが、徐々に訓練効果を得て、支援者のサポートを受けながら社会復帰や復職

につながったAさんの施設での取組や関わりを中心にお伝えします。

よくわかる

障害者支援施設

京都市地域リハビリテーション推進センターの
京都市地域リハビリテーション推進センター 障害者支援施設 概要

◆利用対象者：18歳以上で高次脳機能障害を有する方

◆利用定員：入所又は通所での自立訓練（機能訓練25名、生活訓練15名。うち施設入所

支援30名。短期入所も行っています。）

◆利用期間：個々の課題や目標に応じて、機能訓練は最長1年6か月、生活訓練は最長2年

◆職員 サービス管理責任者、生活支援員、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、

心理判定員、看護師、管理栄養士等。必要に応じて医師と連携します。

◆お問合せ：京都市高次脳機能障害者支援センター TEL075-823-1658

Aさんの
経過

急性期 回復期医療(病院)

障害福祉

就労関連 地域障害者職業センター（職業評価）

他院・外来リハビリ

「病院を退院したし、
すく仕事ができます！

復職の前にもう少しリハビリを！
仕事に必要な
・体力づくり（まずは日常生活から）
・精神耐久性
・注意機能の強化

脳梗塞発症

Aさん 復職を希望し通所利用

50代男性
脳梗塞（発症後8か月経過）
高次脳機能障害：注意障害・失語（軽度）

社会的行動障害、病識低下
発症時は営業職として勤務

社会的行動障害や疲労感への気づき

他者に助けを求める
発信力の強化

社会的行動障害への自覚とその対応
疲れた時にはイライラしやすい
イライラする前の自分のサインを知る

利用開始直後：
・プログラム中はよくあくびが出たり、イ
ライラしたりなど落ち着かない。他者の
行動に対し、他罰的なコメントが多い。

・施設通所や地域での日常生活を送ること
で、いっぱいいっぱい（余裕がない）。

・面談では、早期の復職希望。言葉の不自
由さを自覚するのみ。

利用開始から8か月後
体力向上
注意障害は改善傾向
集団活動での問題行動は
残る。

施設生活を1か月程度送ってもらって判断！

・疲れやすく、仕事に必要な精神耐久性は乏しい。
・困り事を自分一人で解決しようとし、混乱している。
・他者との関係づくりがうまくない。
⇒本人が望むように短期間で復職すると、仕事の継続
が難しく、体力的にも精神的にも負担が大きい。
施設訓練に取り組むことで、能力が改善しそう。

ここがポイント

連携
Aさんのより良い生活に向け、外来リハビリ、支援施設、職業センター等と連絡を取

り合い、各支援者がAさんのためにできることを確認し手分けしながらアプローチした。

施設からはAさんの高次脳機能障害の特徴とそれに伴う生活場面への影響、仕事場面で
問題になりそうな点を伝達。職業センター職員と一緒に職場へ支援も行った。
職場の業務だけでなく、Aさんの生活全体を包括的に捉え助言を行った。

ここがポイント

個別課題で取り組む（運動や認知訓練）
・日常生活で自分の疲れやすさに気づく
・ミスの出やすい状況を知る
・ミスをしないような工夫を取り入れる
（代償手段の獲得）

職場へのリハビリ出勤
施設利用と並行しながら漸増的な仕事復帰
・新たに決めた通勤ルートで出社
・出勤時はお試し業務
・勤務時間や日数を徐々に増やす
仕事復帰後も職場・施設・職業センターの
支援者を交えた面談を実施。出てきた課題
は再度方法検討や施設での訓練で解決。

職場

ここがポイント

Aさん自身に気づいてもらうことを大切に！

施設生活やプログラムを通して上手く行動できな
かった現実を職員と一緒に共有し振り返る。
その後、Aさんへの助言を行い、問題点やより良
い行動について考えられるように誘導していく。

通所利用開始 0か月
（発症後８カ月）

利用開始から11か月後
職場へのリハビリ出勤

「早く仕事をしたいのに、
なんで職場の人や支援者はみ
んな“まだリハビリを”って
言うの？」

「あ！そうか！」
「このままじゃ仕事でも
ミスが出て迷惑かけるな」
「部下ともうまくやれないな」

「よし、頑張ろう」
「支援者から言われた事を
試してみよう」

上手くいかないと
口調が強くなり他者に
当たってしまう

集団活動で取り組む（意見交換や協働作業）
・自分の思いを伝える
・他者の意見に耳を傾ける
・困った時の発信

発症後6か月
自宅復帰 利用開始から9か月後

職業評価を受ける

Aさん

支援施設
での訓練
の様子

（ジョブコーチ支援）

職員と一緒に復職準備
・模擬業務に取り組む
・苦手なこと、得意なことを整理
・他者との関わり方やコミュニケーション
・自分で活動と休息のバランスを取りながら生活を維持する
・通勤方法の検討

職場（復職に向けた取り組み）（定期的な面談）

集団活動では他者と協力し
ながら行動できるようにな
る。笑顔が増え、他者との
雑談場面が増えた。

支援施設（自立訓練・通所）

Aさんの職場復帰への中心
サポート役を職業センターへ
徐々に移行

回復期病院退院後に
支援施設利用を開始！

自分を
客観視できるように
なる

利用開始から１年１か月後
配属変更や業務の工夫を職場の人と一緒
に取り組み、Aさんの思いと職場(雇用
者)側の要求が一致した形態で

完全復職。以後も勤務継続中。


